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論 文 内 容 の 要 旨
京大外科学教室において創製された静脈内注入可能な脂質乳剤と, 放射性 P 32 を駆使応用することによ
って, 胃切除という外科的侵襲が生体に加えられた際, 果たしてどの程度の脂質代謝障害が術後に惹起さ
れるものであるかを, 生体内におけるグリセライ ドからの Phospholipid 生成能および P 32 表示燐脂質の
組織中- の移行量から観察し, またその障害を軽減するには如何なる手段をとるべきかを実験的に明らか
にし, 次のような結論を得た｡
1) 胃切除という手術侵襲とそれに伴なう飢餓ス トレスは, 生体内の脂質代謝過程, 特にダリセライ ド
からの Phospholipid 生成能をある程度まで障害する｡
2) しかしこのような現象は, 単なる Stress response として解釈すべきものではなくて, その招来さ
れる所以は術前の栄養管理の不備に帰すべきものである｡
3) すなわち, このような術後に招来される脂質代謝障害は, あらかじめ術前 1週間にわたって脂質を
前投与することによって著明に改善される｡
4) しかもその改善に当っては, 術前においてのビタミン類投与は, 何等の役割を演じていない｡





f 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
胃切除 (B illroth I) という手術を行なうにあたって, かかる侵襲が生体に加えられると, どの程度の脂
質代謝障害が惹起されるかを観察し, さらにその障害を除 く手段についても成犬をもって実験的に討究し
た ｡ すなわち静脈内注入可能な脂質乳剤と, 放射性 P32 を使用 し, 生体内におけるダリセライ ドからの
Phospholipid 生成能および P32 表示燐脂質の組織中- の移行量を観察した｡ その結果
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1) 胃切除という手術侵襲と, それに伴なう飢餓ス トレスは,生体内の脂質代謝過程,なかんづ くグリセ
ライドからの Phospholipid 生成能をある程度まで障害するが, この所見はたんなる Stress response と
して解釈すべきものではなく,それの招来されるのは,術前の栄養管理の不備に帰すべきものであるとなし,
2) 術前あらかじめ 1週間にわたって脂質を投与することによって, かかる脂質代謝障害を著明に改善
することができた｡ しかも術前のビタミン類の投与は, かかる改善に対 してはなんら寄与することがなか
った｡
3) そして, 手術につづいて飢餓 Stress が加えられる際には, その熱源は貯蔵脂質の動員によって,
まかなわれるものであるから, 術前一定期間にわたって, あらかじめ脂質を積極的に投与することを原則
としたいとしている｡
以上本論文は学術的にも臨床医学的にも有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと
認定する｡
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